
 

 

 

 

 

 

 

 

 
新型コロナウイルス感染症による規制が徐々に緩和され、アフリカ豚熱、

口蹄疫等の越境性動物疾病が我が国に侵入するリスクが高まっています。ま
た、豚熱が飼養豚で発生するリスクは依然存在しています。豚熱ワクチンを

接種した農場においても、豚熱に対し引続き警戒いただくとともに、アフリ

カ豚熱等の家畜伝染病への対応も念頭に、引き続き発生予防対策の徹底をお
願いします。 

 
  アフリカ豚熱、口蹄疫等の家畜伝染病発生地域への渡航自粛 
 

 
◇農場での人や車両の出入の際の消毒等の徹底 
 
 
 
 
 

 
 
◇野生動物の農場への侵入防止対策の徹底 

（例） 
 
              
 
 
 
 
 
 
◇飼養家畜を毎日観察し、家畜に異常（裏面参照）がみられた場合は、   
すぐに家畜保健衛生所に連絡 
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最 上 家 畜 保 健 衛 生 所  

最上地域家畜畜産物衛生指導協会 

Tel: 29-1357 Fax: 23-2944 

１ 畜産関係者等の海外渡航の自粛 

２ 消毒及び病原体持込み防止の徹底 

外国人旅行者や国内での人流増加の時期を迎えます。 

アフリカ豚熱、口蹄疫、豚熱等の防疫対策の再徹底を！ 

３ 飼養家畜の健康観察、早期発見・通報 

←農場周辺における柵の設置 

堆肥舎等への防鳥ネット設置→ 

裏面へ続く 

畜舎周囲の消毒 

消石灰散布 

専用の手袋・靴の着用 

手指や物品の消毒 

定期的な点検や修繕を！！ 



 
 

 

                        

口蹄疫の症状 

豚熱（CSF）の症状 

アフリカ豚熱（ASF）の症状 

最上家畜保健衛生所 電話 0233-29-1357 （休日・夜間も対応） 

 

2022 年 5 月インドネシア、 

7 月バリ島で確認！ 

5 月モンゴルの牛で発生 

ヨーロッパ・アジアで感染拡大!! 

国内のワクチン接種農場で発生！ 

涎（よだれ） 

水疱 


